
本センター会長　齋藤美智子いつも、ありがとうございます！
●本センターでは年間を通して、丁度 7 月から 12 月

頃をピークとして各行事が展開されます。この 11
月までの行事は、順調に進んでいます。

●先の「高齢者人権講演会」も市民の皆様のお蔭で大
成功でした。また標語・300 字小説の募集も、過
去最多の応募を頂き、「心のぬくもり」が、広く拡
がっていくことを嬉しく思います。こうした活動の

中、先日は、福井県から本センターへの視察団が来
訪され、活動の交流を図りました。

●今後も皆様と共に、皆様の「そばにある人権」に心
掛けてまいりますので ご支援ご協力の程よろしく
お願い申し上げます。早いもので、あと 2 ヶ月で
本年も過ぎようとしています。ご自愛の上、ご健勝
をお祈りしております。

ぬくもりのよろこび

住みごこち一番・可児ー若い世代が住みたいと感じる魅力あるまちの創造

はぐくもう 思いやりの心
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やりました！前期実績（4〜10月）主な

やります！後期計画（11〜3月）主な

［場所］（市）文化創造センター（アーラ）主劇場
［講師］渡辺哲雄氏
［テーマ］

～高齢者の安心のために～
［後援・協力］「健友会」
［参加者］約480名

第12回〜第14回
「子どもぬくもり教室」の開催

［開催日］旭小（11月 2日）・南帷子小（12月 5日）・
桜ヶ丘小（12月 7日）

［テーマ］子ども達と〈命・
個性・勇気〉の大切さ等
を訴え、共に考える企画。

他団体「後援企画」紹介

［講師］ドキュメンタリー映画監督：伊勢真一
［内容］ドキュメンタリー映画とトークショー
　映画：「やさしくなあに」（障がいのある奈緒ちゃん
と家族の日々の35年間をつづったドキュメント）

［主催］（公）人権啓発センター
［場所］（市）文化創造センター
（アーラ）小劇場

［開催日］11月 29日（水）
［開催時間］13:30 ～
［参加費］1,000円
［申し込み先］
（公）人権啓発センター
（㊟本センターではあり
ません！）
電話（0574-61-1338）
FAX（0574-42-8750）
メール　info@jinken-center.jp

★申し込み後入場券送付。当日入
場券を持参して、参加費をお支
払いください。

★250名になり次第締め切り。

土田公民館　10:00（啓発活動）～

［内容］
★標語・300字小説入賞作
品展

★人権マンガ原画展
［場所］（市）図書館本館

8/30 人権マンガ原画展

［場所］文化創造センター（アーラ）
主劇場ホワイエ

［展示内容］本センターキャラクター
「ぬくもりまゆちゃん一家」の4コマ
マンガ（機関紙「ぬくもり」掲載中
の原画他。今回：45点（280コマ）

第9回「人権本巡回制度」
(愛称:ブックス・フロー)スタート!5/17~

29年度 第1回「人権教育推進委員会」
での支援依頼5/19

機関紙「ぬくもり」
64号発行7/1

小学校11校・約60冊・2コース

［投稿数］過去最多＝3,359点（昨年度 :2,704点）
［内訳］（標語＝2,779点・300字小説 580点）
［投稿合計・最多5校］中部中（1,036 点）・南帷子

小（330点）・西可児中（290点）・蘇南中 (267点）・
広陵中 (228点）

［来訪者］
　福井人権擁護委員協議会
［内容］本センター沿革概要・

活動内容（パワーポイント）・
質疑応答・展示視察等。

教育研究所主催の人権教育の代表教師（推進委員）
での講話と本年度の支援依頼発表。

市内、27,500部（全戸配布）
“特集 ”「高齢者の人権について」

街頭啓発活動
─「健康フェア」─

（心の健康を大切に！）

10/15

公民館まつり「街頭啓発」11/5

「高齢者人権」講演会8/30

「第17回・標語」・「第10回・300字小説」募集7/10 〜
9/8

福井県より
「視察研修会」9/29

11/29

人権週間行事の開催12/4
〜 10

11/2・
12/5・7

参加者
募集中
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複写禁止

特集
先号（64号）7月1日発行に於いて、「高齢と人権の関係」「高齢者の権利と支える法制度について」
を取り上げました。また先の「高齢者人権講演会」で、「詐欺」等の世間での心配事について対
処の講話を聴きましたので、今回は、「高齢者の抱える心情を考え、どう捉えていったら良いか」
を共に考えたいと思います。

「高齢者の人権について」その②

「高齢者と言われると何か枯れていく姿を想像し気力が落ちるから、“長寿者”と呼んだらいいのでは」との意見を、市民
の方からいただきましたので提言します。いかがでしょうか。

①高齢化人権の最も大切なことは、一日でも長く生きる意
欲を持つ事こそ「生命の尊さ」を証明できるということ
です。
②死は万物すべての自然の摂理（宇宙の法則）であります。
③長生きするには、喜びがどれだけあるかが大切と中野信
子（脳学者）が言います。
　笑いが多いほど心身のバランスが良くなるとのことで
す。心の安寧と身体の鍛えこそ大事であると言えます。
④心身のバランスを保つには、幸せ感を多く感じることで
あると言います。そのためには、人間らしさ、優しさ、
思いやり、心遣い等が大切であると桑原律（人権詩人）
は言います。
⑤死があるから懸命に生きようとします。生きがいが生ま
れます。病気になるから健康に生きようとします。心身

の衰えを感じるから行動をコントロールしようと考えま
す。すべて自分の中の出来事です。ガン細胞やキラー細
胞も自分の体の中に、生まれた時からいるものです。自
分がコントロールし活性化することが大事です。（「いか
に生きるか」日野原重明：聖路加病院理事長著より）
⑥生き方は、楽観主義が大事です。楽観とは、人生は一回
だから山あり谷ありの方が人間らしいと思ってやってい
くことを言います。
★欠点のない人は、例えばそれが欠点なのです。欠点とう
まく付き合えば、チャームポイントにもなるものです。
★「形のあるものは、何時か壊れるもの。でも多くの人の
役に立ち、人の目を楽しませた僕らの人生には意味があ
る。意味がある生き方を出来たと言うことが幸福なのだ
よ」（レオ・バスカーリア著「葉っぱのフレディ」考）

人権は生きている間の権利です。長生きした方が良いに決まっていますが、人生如何なることが起こるかは想像できません。

1）必ず夫婦のどちらかが先に衰えていくのは、なぜか?（老化と寿命は別です）
①人間は、生まれた時からすべてが違うからです。顔形・
体格・性格も違う人同士が夫婦となるからです。人間
の約60兆個ある細胞数が、同じだと考えられません。
たとえ同じでも長い年月がそうさせないでしょう。常
にあらゆるものが変化しているからです。又細菌も人
体の中に600兆個もいて、その内1000万個は免疫
細菌で、外からのばい菌を排除しているから、人は生
きているのです。この免疫細菌は、気力により免疫力
にも変化がでるそうです。夫婦であってもやる事が違
うから、これも同じとは考えられません。
②日常のやる事の役目が違うため行動や考えることが違
います。体力や思考力も違ってきます。それが何十年

の差となるのですから、衰えも違ってきて当たり前の
気がします。
③ある有名なマンガ（ラブコメ漫画「めぞん一刻」：高
橋留美子著）のシーンで、「お願い…一日でもいいから、
あたしより長生きして…もう一人じゃ生きていけそう
にないから…」というセリフが話題になりました。
　この読者のアンケート（416人）で「死ぬなら先に
死にたい」約53%、思わない人も約47%だったそ
うです。「一人で残されると寂しいから」「先に死ぬ方
が楽」「配偶者に看取られて死にたい」、どうも「寂し
いのは嫌だ」と思う人が多いと書いてありました。（マ
イナビ学生の窓口より）皆様はどう考えますか。

2）自分は、あと何年生きられるか?（ここで復習してみたい思います）
①平均寿命は、日本人の寿命の平均値ではないのです。
　この年に生まれた、「ゼロ歳の子の50%があと何年生きられるかの余命平均値」です。
②平均年齢とは、現存している人の平均を言います。
③高齢化率とは、現存している人の65歳以上の割合を言います。（26.7%：日本は世界一）
④主な年齢の平均余命とは、厚生労働省が簡易生命表で毎年発表しています。
　死亡状況が変化しないと仮定して各年齢それぞれの余命を平均した値です。
　右図は、平成28年「年齢別平均余命表」です。「10年一昔」を味わいながら生きたいものです。

提言

主張

「高齢者の抱える心情」について

1

3

2

年齢 男子 女子

65 19.55 24.38

70 15.72 19.98

75 12.14 15.76

80 8.92 11.82

85 6.27 8.39

90 4.28 5.62

老
　
化

寿
　
命
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心のドア

　～真
のことと

は？～まこと

★
11
月
は
、
晩
秋
で
あ

り
、
落
日
の
静
け
さ
の

中
、思
い
を
深
め
ま
す
。

今
年
も
あ
と
2
ヶ
月
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
間
、

多
く
の
人
と
関
わ
り
な

が
ら
、
日
々
何
げ
な
く

も
多
く
の
決
断
を
し
、

人
生
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
体
験
の
連
続
で
今
が

あ
り
ま
す
。

★
残
り
を
ど
う
過
ご
す

か
が
、
人
生
の
大
き
な

「
エ
ポ
ッ
ク
」（
起
点
）

と
な
る
、
受
験
生
・
就

活
生
の
多
く
が
、
辛
苦

の
年
、
喜
び
の
年
と
感

じ
、
そ
の
人
に
と
っ
て

大
き
な
出
来
事
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た

お
年
寄
り
の
方
々
は
、

老
い
る
こ
と
へ
の
寂
し

さ
を
感
じ
ら
れ
る
時
で

も
あ
り
ま
す
。

★
と
も
か
く
「
思
い

出
づ
く
り
の
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
!
」「
気
合

を
入
れ
て
悔
い
な
き
年

に
!
」「
年
ご
と
の
思

い
出
の
和
が
人
生
」
等

フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
て
励

ん
で
い
き
た
い
も
の
で

す
。

（
編
集
者
：
川
手
靖
猛
）

● 

秋
は
、
行
事
の
多
く
が
毎
週
土
日
に

開
催
さ
れ
る
。
た
く
さ
ん
の
人
が
楽

し
く
集
ま
り
、
久
し
振
り
に
会
う

人
に
挨
拶
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い

も
の
。「
ご
健
勝
で
！
何
よ
り
で
す
」

と
短
い
が
立
ち
話
が
で
き
る
。

● 

主
催
側
は
、忙
し
い
…
。本
セ
ン
タ
ー

も
そ
う
だ
が
、
多
く
の
人
に
来
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
や
っ

た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
喜
び
合
え
る
。

人
に
会
う
こ
と
は
、
温
か
さ
に
触
れ

て
心
豊
か
に
な
り
幸
せ
感
が
増
し
て

い
く
。
ま
た
病
を
気
に
し
て
い
た
人

が
元
気
に
な
ら
れ
て
、
に
こ
に
こ
笑

う
姿
に
会
う
と
勇
気
を
も
ら
え
る
。

● 

開
催
し
た
こ
と
に
、
関
係
す
る
側
が

喜
ん
で
、
そ
の
こ
と
を
ツ
ー
ル
に
し

て
さ
ら
に
良
く
し
よ
う
と
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な

い
。
そ
う
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
意
義

が
出
て
価
値
が
出
て
く
る
も
の
。
本

セ
ン
タ
ー
の
学
校
で
の
人
権
教
育
事

業
に
は
、
こ
う
し
た
学
校
で
の
心
遣

い
が
多
く
あ
る
こ
と
が
嬉
し
い
。
ゆ

え
に
、
勇
ん
で
実
施
で
き
て
い
る
。

● 

た
だ
単
に
、
そ
の
事
を
見
て
い
て
は

価
値
は
生
ま
れ
な
く
、
煩
わ
し
さ
の

み
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
備
え
を
し

て
大
事
な
人
生
を
互
い
に
費
や
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
よ
り
良
い
も
の
に

し
た
い
と
思
う
こ
と
が
、
全
て
を
良

い
方
向
に
為
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ

る
。

● 

人
間
は
、
言
葉
を
も
っ
て
生
ま
れ
た

の
だ
か
ら
、
何
が
起
こ
っ
て
も
話
合

い
を
し
て
分
か
ち
合
わ
な
い
と
、
心

の
乖か

い

り離
を
起
こ
し
、
差
別
と
な
り
見

く
だ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

● 

認
識
の
違
い
は
、
そ
の
事
の
原
点
を

知
ら
な
い
と
対
応
の
間
違
い
が
起
こ

り
易
い
。
何
故
こ
の
行
事
が
あ
り
、

ど
う
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
を

知
ろ
う
と
し
な
い
で
や
っ
て
は
な
ら

な
い
し
、
又
参
加
す
る
側
も
意
義
を

知
っ
た
方
が
価
値
が
分
か
り
楽
し
め

る
も
の
で
あ
る
。

● 

秋
の
行
事
に
は
、
こ
の
よ
う
に
心
に

染
み
入
る
も
の
が
多
い
、
考
え
る
季

節
だ
か
ら
…
。

対
話
の
秋
を
彩

い
ろ
ど

る
！

今
週
の
ビ
タ
ミ
ン

発
信
日
：（
2
0
1
6
年
10
月
26
日
）
発
信
編

［取材記事です］

★
そ
の
館

や
か
た

に
は
、
目
的
は
違
え
ど
も
社
会
・
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
幾
つ
か
の
団

体
が
入
っ
て
い
る
。
皆
仲
良
し
で
あ
る
。

朝
早
く
か
ら
、
玄
関
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
管
理
人
さ
ん
と
の
挨
拶
と
一
言
の
会
話
が
嬉

し
い
も
の
。

★
こ
こ
に
来
て
一
番
先
に
驚
い
た
の
は
、
廊
下
が
光
り
輝
い
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
分

の
姿
が
映
る
よ
う
で
、
何
と
清
々
し
い
こ
と
か
、
こ
こ
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
感

じ
た
も
の
だ
。

★
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
光
り
輝
く
の
か
は
、
数
日
後
に
す
ぐ
分
っ
た
。
そ
れ
は
、
懸
命
に
汗
を
流

し
な
が
ら
磨
い
て
い
る
清
掃
の
女
性
の
姿
で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
は
、
何
か
仕
事
に
対
す
る
神
々

し
い
ほ
ど
の
熱
意
が
見
ら
れ
、
自
ら
の
や
る
べ
き
使
命
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
は
人

の
心
に
ぬ
く
も
り
が
あ
る
か
ら
か
、
多
く
の
ビ
ッ
ク
リ
す
る
こ
と
が
時
々
起
こ
る
。

★
廊
下
と
事
務
所
の
ド
ア
を
全
開
に
し
て
い
た
春
秋
の
こ
と
で
あ
る
。春
の
日
、突
然
の「
雀
」

の
来
訪
で
あ
る
。
ま
た
「
鳩
」
が
廊
下
の
窓
か
ら
入
り
、
事
務
所
の
入
り
口
の
桟
に
と
ど
ま

り
首
を
動
か
し
、
中
を
じ
っ
と
見
回
し
て
い
る
よ
う
で
動
こ
う
と
し
な
い
。
そ
う
い
え
ば
、

事
務
所
の
看
板
に
は
「
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
」
と
書
い
て
あ
る
。
そ
れ
を
見
通
し
て
の
来
訪
か

と
後
で
納
得
し
た
。
い
つ
も
放
っ
て
い
る
と
居
な
く
な
る
。
先
日
は
、
朝
の
出
勤
時
、
玄
関

で
管
理
人
さ
ん
が
木
の
上
を
そ
ー
っ
と
見
て
い
る
。
キ
ジ
鳩
が
巣
を
つ
く
っ
て
卵
を
温
め
て

い
る
の
が
分
っ
た
。
玄
関
の
す
ぐ
脇
の
木
な
の
で
、
そ
の
日
か
ら
入
る
時
に
目
を
向
け
て
巣

立
つ
の
を
祈
っ
た
。

★
そ
う
し
て
か
ら
ま
も
な
く
今
度
は
、
当
事
務
所
の
外
の
換
気
扇
付
近
に
、
ツ
バ
メ
が
巣
を

つ
く
っ
た
。
気
が
付
い
た
の
は
最
近
で
、
巣
立
ち
の
練
習
中
の
時
で
あ
る
。
小
雨
の
中
、
窓

か
ら
手
が
届
く
と
こ
ろ
の
電
線
に
4
羽
の
子
ど
も
が
、
雨
の
滴
を
バ
タ
バ
タ
と
落
と
し
て
佇

ん
で
い
た
。
窓
を
開
け
て
も
逃
げ
な
い
様
子
。
ス
マ
ホ
で
2
枚
撮
っ
た
時
、
電
柱
の
親
ツ
バ

メ
が
啼
い
て
知
ら
せ
た
の
か
、
少
し
離
れ
た
所
へ
移
動
し
た
。
そ
の
後
の
晴
れ
た
日
に
、
南

に
旅
立
っ
て
行
っ
た
よ
う
だ
。

★
さ
て
、
玄
関
脇
の
キ
ジ
鳩
は
と
言
う
と
、
管

理
人
さ
ん
が
言
う
に
は
、
カ
ラ
ス
に
や
ら
れ
た

様
子
だ
と
言
う
。

★
雛
に
孵
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
カ
ラ
ス

は
、
卵
よ
り
栄
養
が
あ
る
雛
を
襲
う
こ
と
が
多

い
と
言
う
。
雛
ま
で
待
つ
の
だ
そ
う
だ
。
驚
く

こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
自
然
界
の
摂
理
で
あ
り
、

生
き
る
知
恵
な
の
だ
。
親
鳩
の
悲
し
み
は
い
か

ば
か
り
か
。

★
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
館
の
話
題
は
、
自
然
と

の
融
和
の
中
に
あ
る
よ
う
だ
。「
ご
自
由
に
ど
う

ぞ
」
の
看
板
の
よ
う
に
。

「
さ
わ
や
か
館

や
か
た

」
の
中
の

で
き
ご
と

［
啓
発
の
ひ
か
り
］

（本作品は、全て本職員でつくられています）

お
母
さ
ん

今
日
か
ら
11
月

だ
ね
!

家
族
旅
行

楽
し
か
っ

た
ね

大
事
に

そ
う
!

オ
レ
が
行
こ
う
と
言
っ
て

ふ
ん
ぱ
つ
し
た
な
～

楽
し
い
こ
と

つ
ら
い
こ
と
も

思
い
出
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
て

上
を
向
い
て

笑
って
み
よ
う

転
ん
だ
ら

起
き
上
が
れ
ば
い
い

空
気
を
大
き
く

吸
って

早
い
も
の
ね

今
年
、

思
い
出

作
れ
た
？

　
作：Y・K／画：miho

〈 思 い 出 ボ ッ ク ス 〉
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